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対日理解促進交流プログラム JENESYS2019 ASEAN 招へい第 22陣の記録 

 テーマ：メコン 4か国 環境技術交流、                              

対象国：カンボジア、ラオス、タイ、ベトナム 

 

 

１．プログラム概要 

JENESYS2019 の一環として、メコン 4 か国（カンボジア、ラオス、タイ、ベトナム）

より天然資源および環境分野に従事する公務員、学術関係者、学生等 19名が、2020 年 2

月 4日～2月 12日の 8泊 9日の日程で来日し、「環境技術交流」をテーマとしたプログラ

ムに参加しました。一行は、東京都内で日本の環境技術や廃棄物処理等関連施設等を視察

し、日本における環境・インフラ対策の重要性を学びました。富山県では、テーマ関連の

講義や大学での学生交流、またホームステイを体験し多角的に日本についての関心を高め、

理解を深めました。神奈川県では、グリーンイノベーション推進に関する講義を聴講、持

続可能な社会を創造し、後世の人々のためにより良い地球環境を残す大切さを学びました。

また、一行はプログラム中、各々の関心事項や体験について SNS を通じて対外発信を行

いました。また、帰国前の報告会では、 訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラ

ン（活動計画）について発表しました。 

 

【参加国・人数】 メコン４か国 19名  

（内訳）カンボジア５名、ラオス５名、タイ５名、ベトナム４名 

【訪問地】 東京都、富山県、神奈川県 

 

 

２．日程 

２月４日（火） 【来日】 

【オリエンテーション】 

【表敬訪問】外務省 

  

２月５日（水） 【講義】日本の環境政策関連講義 

        【視察】東京スイソミル 

 

２月６日（木）  東京都から富山県へ移動 

        【視察・講義】オーバードホール内ハイビジョンシアター 

【視察】富山ライトレール株式会社 

 

２月７日（金） 【交流・訪問】富山大学  

【講義】富山県環境科学センター 
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２月８日（土） 【視察・講義】イタイイタイ病資料館 

【ホームステイ】入村式 

 

２月９日（日） 【ホームステイ】離村式  

富山県から東京都へ移動 

 

２月１０日（月）【講義】川崎市グリーンイノベーション推進に関する講義（川崎市） 

               【視察】東京都廃棄物埋立処理施設 

 

２月１１日（火）【視察・体験】NPO多摩川エコミュージアム 

【ワークショップ】  

       【成果報告会】 

 

２月１２日（水）【離日】 

 

 

３．プログラム記録写真  

  

2月 4日【表敬訪問】外務省 2月 5日【講義】日本の環境政策関連講義 

  

2月 5日【視察】東京スイソミル 
2月 6日【表敬・講義】SDGs未来都市と

やまに関する講義（富山市） 
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2月 6日【視察】富山ライトレール株式会

社 
2月 7日【学校交流】富山大学 

  

2月 7日【講義】富山県環境科学センター 
2月 8日【視察・講義】イタイイタイ病資

料館 

  

2月 8日【ホームステイ】入村式 
2月 10日【講義】川崎市グリーンイノベ

ーション推進に関する講義（川崎市） 
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2月 11日【視察・体験】NPO多摩川エコ

ミュージアム 
2月 11日【ワークショップ】 

  

2月 11日【報告会】 

 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

社会人（カンボジア） 

各見学は目的に沿っているし、訪問先や講義内容、時間なども良く練られていた。時間厳守

の姿勢、プレゼンテーションや説明も詳しくスムーズに進行できていたことに感銘を受けた。

交流を通じて得た学びがたくさんあった。帰国したら、政府機関や建物でゴミ分別を実施し

たいと思う。職場の同僚や友人、家族などに今回の貴重な経験について情報共有していき

たい。 

 

社会人（ラオス） 

東京が清潔できれいだったこと、最先端のテクノロジー、卓越した環境マネジメント等が印象

に残った。視察先の企業や訪問先で温かく迎えてくれたことは嬉しかった。日本の環境や、

素晴らしいゴミ対策マネジメントについて学ぶことができた。個人的には、日本は清潔な国

であるということ、日本人は大変マナーの良い国民である等、日本について紹介したいと思

っている。その他、日本の最先端テクノロジーの活用等、今回自分が学んできたことを紹介

したい。 
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社会人（タイ） 

どこを見学する際にも、研修参加者をバスまでフレンドリーに出迎え、そして手を振って見送

ってくれたことが最も良かった点であり、研修参加者がとても温かい気持ちになることができ

た。ホームステイしたこと、富山市の見学をしたことは、とても印象に残った。生活を共にした

日本の家族が優しく温かい人たちであり、素晴らしい対応だったことに感動した。また、水素

エネルギーに関する見学で得た知識を自分のタイの友達に伝えたい。 

 

社会人（ベトナム） 

日本人の環境保護に対する意識は非常に高く、私は素晴らしいと思った。さらに、このプロ

グラムを通して、環境保護と廃棄物処理技術分野にとても関心を持ち、理解を深めることが

出来た。日本人の環境保護意識について家族、同僚、周りの人に共有、発信し、また、ベト

ナムの人々は、それを学ぶ必要がある。今後も日本の科学技術、テクノロジーなどを、もっ

と理解していきたい。   

 

 

５．受け入れ側の感想（抜粋） 

朝日町（ホームステイ） 

今年は例年にない暖冬で、ほとんど雪がなく、当初は雪が見られず、申し訳なく、残念かな

ぁ～と思っておりましたが、２月５日、６日と寒気が入り、８日も雪が降りましたので、参加者

のみなさまも雪と戯れておられ、笑顔があふれ、良かったです。こちらもみなさんの笑顔が

見られ、大変うれしい気持ちになりました。みなさん、短い時間でしたけど、それぞれ民泊体

験の楽しい時間をお過ごしいただけたようです。離村の際は、みなさん、すごくホストファミリ

ーとのお別れを惜しんでいらっしゃいましたよ。民泊の反省会（意見交換会・精算）を開催し

ましたが、民泊オーナーさんも本当に楽しかったとのことで、またお受けさせていただきたい

とのことです。 

 

富山市 

今回は、環境政策課と活力都市創造部路面電車推進課が共同で対応させて頂きました。

限られた時間ではございましたが、富山市ならではの「路面電車によるまちづくり」を紹介さ

せて頂く中で、SDGｓに関する話も絡めながら講義ができて良かったです。参加者の皆様に

とって実り多いプログラムになっておりましたら何よりです。またご協力できることなどござい

ましたら、ご連絡いただければと存じます。 
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６. 参加者の対外発信 

 
 

カンボジア：東京スイソミルについて発信 

水素エネルギーと環境保護に対する理解を

深める。（Facebook） 

ラオス:企業視察から発信 

JENESYS環境技術交流メコン 4ケ国の参

加者たちは、いま、雪の多い日本を楽しん

でいる!! （Facebook） 

 

 

 

タイ：富山県のホームステイについて発信 

ホストファミリーは、私を心から歓迎した。彼

らと過ごした海外での時間を私は一生忘れ

ないだろう。（Facebook） 

ベトナム：東京都から富山県へ移動中、電車

の中のお弁当について発信 こんなにも美し

いお弁当をどのように作るか、知ってる？ 

（Facebook） 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表（抜粋） 

  
アクション・プランの発表 （カンボジア） 

カンボジア中央省庁、政府機関の全庁舎に

分別用のゴミ箱を設置してゴミの分別徹底

をはかる 

（詳細内容） 

カンボジアは過去の内戦を経て UNTAC明

石康氏の尽力もあり 1998年に平和が達成

された後、急速な経済発展を遂げてきた。

国民の生活水準は向上したが、それに伴う

ゴミの量は増加の一途たどり、昨今ようやく

国民に環境意識が芽生え始めたところであ

る。そんな国状から、今回の訪日で印象に

残った「日本のゴミ分別状況」を参考に、ま

ずは国の全ての中央省庁や政府機関の庁

舎に分別用のゴミ箱（プラスチック、ビン類、

その他）を設置し、政府のゴミ分別をしていく

という強い姿勢を打ち出していくことをアクシ

ョン・プランとしたい。 

実施計画としては、環境大臣へ今回の訪日

成果を報告、同アクション・プランを提案し、

大臣から国家経済金融委員会へ働きかけ

てもらい予算取りの目途をつけ、最終的に

カンボジア王国政府判断で実施していく。 

アクション・プランの発表 （ラオス） 

今回の訪日で得た収穫を、政府が掲げた環境

ビジョン達成に向けて最大限に活用する。日

本の支援機関とのタイアップもさらに深め、効

果的な環境整備をはかる。 

（詳細内容） 

ラオスが国として掲げる「2030 ビジョン」という

目標には持続可能な社会の実現とともに環境

保護の推進も含まれている。今回我々「天然

資源・環境省（MoNRE）」から 5名が JENESYS

に参加、政府や自治体の環境政策や廃棄物

管理、処理方法をはじめ、SDGs 実現のため

のまちづくり、環境に優しい水素エネルギー、

など数々の取り組みや新技術を紹介してもら

い大変参考になった。また実際に清掃ボラン

ティアに参加してみて、国民一人一人の環境

意識から変えねばならないという思いを新た

にした。ただ、まだまだノウハウが足りていな

いのが現状。今回の JENESYS で交流した

方々から今後も技術支援や知的助言を必要と

することもあると思われるため、引き続きコン

タクトをしていきたい。環境問題解決にむけて

JICA にも協力してもらっており、こういった既

存のプロジェクトや多くの専門家たちと協力し

ながら今後も MoNRE として積極的に日本と関

わっていく。 
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アクション・プランの発表 （タイ） 

JENESYSプログラムでの発見や学び、日本

ならではの体験を基に以下の 3点に焦点を

当てタイの出来るだけ多くの人々に共有・発

信していく。 

（詳細内容） 

今回の訪日で、環境省や自治体の講義か

ら多くを学んだ。また日本が推進する「水素

社会」には大変感銘を受けた。エネルギー

生成の際に CO2ではなく水のみを排出する

という水素の環境にやさしい点を多くのタイ

の人に知ってもらいたい。ほか、ホームステ

イや大学、市民とのふれあい、交流を通じ

た特別な経験から日本の魅力や民泊の素

晴らしさなどを多くの人々に伝えていきた

い。以上から、下記 3点にポイントを絞って

SNS等を活用して発信し情報共有を積極的

にしていく。 

１．日本の廃棄物処理方法・管理体制の周

知 

２．未来のエネルギー ：エネルギーとして

の水素利用 

３. 日本の魅力発信 

その際には、ショートビデオクリップを作成

するなどして視聴者に訴える有効な手段を

模索、活用する。 

アクション・プランの発表 （ベトナム） 

レジ袋の削減と再生可能エネルギーの利用 

（詳細内容） 

JENESYS環境技術交流を通じて２つのアクシ

ョン・プラン策定にたどりついた。一つは「レジ

袋等プラスチックゴミの削減」もう一つは「再生

可能エネルギー利用の奨励」である。日本で

気づいたのは飲料水自動販売機の多さだ。各

省庁舎に少なくとも 1つの自動販売機を設置

すれば、飲料水販売時に発生するプラスチッ

クゴミの抑制につながるし、出荷時車両からの

CO２排出量も削減できる。さらに、省庁内の

会議ではガラスコップやステンレスポットなど

を用いることでペットボトル飲料の配布を無く

せる。また、日本でも数多く見かけたのだが、

ベトナム天然資源・環境省にも太陽光パネル

や風力発電のタワーを設置し、省エネ・再生エ

ネルギー利用のキャンペーンを打ち出す。実

現にあたっては、プラスチックゴミ等環境問題

について個々人の意識改革も必要で、政府高

官のみならず若い世代への教育・研修、他農

村部の住民への環境啓蒙活動も企画していき

たい。ベトナムではこうした企画・予算が承認

されるには時間がかかるが、関連省庁の上層

部を巻き込んで粘り強く取り組んでいく。 

事業実施団体：株式会社ＪＴＢ 


